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して掲げていることが多 く、 口頭能力に対する評価 も
教師個人に任 されているのが現状である。従って、「何
を評価するのか」は、教師各人の専門性 と強 く結びつ
















②言語運用(pragmatics)能 力(談 話能力、課題 ・機









外国語 として週2回(180分)の 韓国語授業 を受講 し
ている中 ・上級段階の学生を対象に し、口頭能力評価
の教育 目標を再構成 したものである。中 ・上級段階の


















話 現す ることが可能であ り、周 りの助け
用 がなくて も謝 る、断 る、説明する、比
的 課 較す る、同意する、尋ね るなどを適切
能 題 に遂行することができる。
力 ● ・個人的、社会的状況、学問を 目的 と








の研 究 を も とに 筆 者 作 成)
現在、大学の韓国語授業においての教育目標は、ど
の ような文法、語彙や表現を教えるか、すなわち言語
的項 目に即 して立てることが多い。 この場合、テキス




a}望 干)」 韓国語文教育研究所 『韓国語文研
究』1992年 、p.112。)
しか し、これではカ リキュラムの項 目を終 えたのち、
学習者が 「韓国語 を使って何ができるようになったの
か」、つま り実用的な韓国語の運用能力が身についたの





























大学教育 とい う場の持つ可能性 と限界を認識 しながら、
カ リキュラムの編成や授業づ くりのあ り方 を常に問い
直す作業が必要 となる。
それでは、以上のような実生活 ・真正性が高い状況






















や、イベ ン トの見 どころを話すこと
ができる。








表な ども用いて情報 を分 りやす く
伝えることができる。
話 し手が直接的、間接的(電 話、イ
インタ ンターネ ッ トなど)に 接触 し、話し
ビ ュー ことばまたは事前に準備 した書き
する ことばを通 して行 な う双方 向のコ










(product)で ある。教育現場での教授 ・学習の新 しい
代 案 と して 追 求 され る 「パ フ ォー マ ンス 評 価
(performanceassessment)」 とは、学習者 自らが 自身の
知識(knowledge)や 技能(skils)を 表現できるよう
なかたちで、産出物(作 品、問題解決の仕方、制作過
程、発表な どを包括 してこう呼ぶ。)を 制作 したり、行






達成 しようとする目標 と同様に多様であ り、作成は簡
単なものではない。グラン ト・ウィギンス(GWiggins)
は、形式 と利用の点から、多 くの場合、パフォーマ ン
ス課題は三っの幅広いカテゴ リーに分類 している、 と
す る。① 「短い評価課題(shortassessmenttasks)」 、②






















③ 「拡張課題(extendedtasks)」 は、長期 にわたる多
目的プロジェク トで、学期や学習単元の最初に割 り当
てられている。活動や工程は、学生がこのような課題






現在、 日本国内で使用 されているテキス トを中心に、
パフォーマンス評価の本質がより具体的に示 されるタ
スクの例を挙げると、図2か ら図4を 取 り上げること
ができる。
このようなオープン ・エン ドの課題 では、様々なア
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ブローチが可能であ り、学習者が 自ら解答を組み立て
る際に、い くつかの道筋をたどらなければな らない こ
とがわかる。また、学生に 「刺激(課 題の素材)」 が提














従 来 の 多 肢 選 択 式 に 比 べ て 、 よ り 「真 正 性
(authenticity)」が高い状況の中で、正答を決定するた
めに求められる思考を刺激するよ うに作成 されている。
ここでは、目標言語の文化 的基礎知識 、(1)か ら(9)












2010年 以降に出版 され、 日本の大学で使われている







それは、パ フォーマンス課題 に対するルーブ リックの
作成である。前述 したパフォーマ ンス課題の選定と開
発、ルーブリックの作成は異なる作業であるが、いず










プローチを、手続き(過 程的 ・方法的)的 な知識を重








の教育現場では、1段 階(初 級段階)か ら3段 階(高
い水準の学力)か 、1段 階から5段 階(上 級段階)と
なっている例が多い。
また、ルーブリックは、パ フォーマンス課題の特性
や使 える 目的に基づ いて、① 総合的ルーブ リック
(genericrubric)、 ② 分析的ルーブ リック(analytic
rubric)、 ③ 発 達 的ル ー ブ リック(developmental
rubric)、 ④ 課題ルーブ リック(taskrubric)に 分けら
れ る。
① 総合的ルーブ リックは、遂行の結果 を段階に基
づいて総合的に判断する評価方法である。例えば、学
習者の多様なコミュニケーション能力、総合力、文を
書 く能力 などは個別 にではなく、段階の中で総合的に
課題叙述 によ り示 される。
② 分析的ルーブ リックは、評価領域別で示され て
いる遂行 内容 を、段階別に判断する評価方法である。
例えば、口頭能力を評価するためには、語彙、文法表
現、流暢 さ ・発音 ・わかりやす さ、構成、内容に関す
る知識、アイ コンタク トの有無がそれぞれ領域 として
区分 され、課題叙述が示 される。





して学習者が どのように理解 しているのかを評価す る。
本研究では、第3節 の(1)で 採 り上げた3つ のパ
フォーマンス課題の中、「オープン・エン ドな課題」(p.
4,図2)と 図3の 「イベン ト課題」に対するルーブリ
ックを提案 していく。
まず、図2の 「オープン ・エン ドな課題」に対する
ルーブリックは、表3の 通 りである0
表3は 、韓国語でインタビューを行 なうとい う課題
に対するルーブ リックの提案である。課題ルーブ リッ
クは14、他 の①か ら③ のルーブリックに比べて、単元
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やテーマに基づいて学習者がどのよ うに学習を理解 し
ているのかに、よ り注 目するものである。評価の過程 ・
結果を統一す るため、同 レベル(課 題別)に よるモデ
レーションとベンチマーク(benchmarks)15の 構築が
重要である。
のように評価 され るのかを理解 させるための効果的な

































2 イ ンタ ビューが上手 く行なわれ
学習目 ていない。インタ ビューか ら得
標まで た情報を話すのにときどきスピ







イ ンタ ビューのプロセス、イ ン
タビューの情報が準備 ・把握 さ
れていない。長い沈黙があった





目標 ・内容 ・尺度 ・結果が根拠 とともに、事前に学習
者に提示 されることが必要である。このことによって、
教師 と学生が互いの評価にっいて理解 を高められ る。















ク トを保 ち、ノー トに頼ることはない。
・発表のテーマに対す る準備(資 料、教



















学習 になった り、結論について話 していない。
目標 ・発表中、聞き手 と時々アイコンタク ト
まで をとっているが、ノー トを読んでい るこ
あと とが多い。





目標 ・発表中、聞き手 とのアイ コンタク トが
まで 少な く、常にノー トを読みなが ら話 して





がないよ うに、同一の理解 を得てお くことが重要であ
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る。すなわち、「観察可能な行動用語」(言 葉)で 教師
が求めてい る遂行内容 を明確にす るべきである。
ルーブ リックによって、教師は点数で表す ことがで
きない学習の狙いや意義などを見極め、判断すること










価 とい う考え方をもた らした と言 える。
4.ま とめと課題






としたルーブ リックを検討 し、評価プ ロセスの改善の
可能性について考察 した。
第2節 では、韓国語教育における話す評価の教育目
標と具体的な評価項 目に対す る提案を した。話す評価




















らす ことが可能 とな るであろ う。
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